
季 刊 第 19啓一Ⅰ

原 著

1. ゴキブリの PDTl申Fj･症状 と神経松能 (殺虫剤の作用城川 に脚する

研究 第7報)

･･山 .時 輝 男 ･石 井 敏 夫

2･ アレス1)ンに対するェゴノールの共力劫火に就て､(良薬の共力剤に田する

研究 第14報)

枚 原 弘 道

3･ 91/ヂンの定量について (白金拭枕温蛇計による凝固点の洲兜に田する

研究 粛1報)

中 島 稔 ･枚 相 接

4･ ショウ汐ヨ.ウバェの DDT及びおfTC親杭性の迫伝学的研究

塚 本 槍 久 ･大 垣 昌 弘

5･ わが国においてィ.=バェと称せられる棟加の学名について (殺虫剤の生

物試験用点虫の飼育にかんする諸問題 第5報)

長 沢 純 夫

｡--･.日日･=19

･--･-25

6. 第二菊酸の合成 (予報)

升 ●上 '妊 三̀ ･篠 原 Jm 巳 ･大 野 稔---･･･-･-.......･叫 .35

寺少 録 -

財 団 法 人 防 虫 科 学 研 究 所

､京 都 .大 学 内

昭 和 29年 2月



volume19-Ⅰ(Quarterly)BOTYU-KAGAK･UFebruary,1954･

･̀̀scIENTIFICINSECTCONTROL"
BulletinofthelnStitllteoflnSeCtControl

Edl'tor SankichiTAKEI Assoct'ateEdl'lor SyunroUTIDA
EdiLo7･iaLBoard

Minoru OHNO, .MinoruNAKA2:lMA, TaturoKaNO,
SumioNAGASAWA, MasayukiHAMADA, Yu2:0INOUYE.

CONTENTS

Originals

l･ Studiesonthe Mechanism ofAction ofInsecticides,VII.

ActivityofNeurorlSomaasaFactorofDevelopmentofDDT

SymptomsintheCochroach.
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